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薙
、
価
値
∵
梁
塵
薬
毒
禍
を
二
と
、
今
後

、
匿
穎
御
仁
や
O
J
に
い
二
と
蒔
刷
り
、
紺
碧
m
W
t

プ
申
、
マ
イ
ク
六
二
T
I
7
し
っ
i
ダ
ー
へ

ク
ワ
の
I
r
へ
和
雄
、
乙
薙
夏
日
俗
・
生
産

助
産
廓
と
穴
窄
V
、
綺
仰
犀
っ
た
備
住
に

備
え
て
一
丁
－
／
ト
を
大
勢
初
，
の
／
借
l
－
を
イ
色

／
1
た
研
1
万
－
7
ル
ー
こ
し
佃
琳
畠
と
い
う

の
で
断
稔
　
－

さ
て
、
水
上
の
き
り
皆
筆
筒
名
画
顔
色

や
っ
仁
の
脅
旬
糊
．
、
感
得
、
0
、
g
ク
の

戯
刀
傷
と
ハ
寺
側
フ
亡
。
－
珂
ぞ
磐
T
し
た
場

所
に
行
く
と
み
げ
ろ
や
ん
名
相
買
物
カ
ナ

を
ぶ
ら
下
げ
て
奮
フ
て
く
れ
て
は
7
た
。

レ
麻
殻
。
㊧
晴
々
宏
を
印
碑
石
・
や
つ
Z

う
　
ー
　
膏
缶
団
0
宙
を
l
I
と
連
う
ん
や
と

い
う
こ
と
を
主
節
に
短
観
L
Z
も
う
ろ
こ

と
、
乞
胤
に
軍
国
空
理
胸
ろ
二
と
雪

ビ
ラ
の
董
縁
　
㊥
言
辞
平
鹿
、
在
れ
載

り
重
出
で
酉
い
と
い
う
変
王
命
々
切
り
や

I
キ
ー
ー
ま
ず
い
。
今
後
、
ろ
十
軒
霊
芝
や
7
7

い
く
こ
と
を
磁
鴇
④
古
厩
の
拝
謝
は

上
々
。
・
ギ
ヤ
生
り
埼
ん
朝
寝
研
違
う
と
き

被
青
っ
Z
い
う
と
か
ク
㊨
　
働
存
唐
、
両

角
の
ス
I
暗
－
き
り
い
く
訃
ん
厚
く
と
い

ふ
っ
二
と
争
ビ
ラ
に
創
っ
て
い
と
け
ど
、
綺

届
郷
嫁
別
の
移
脚
で
“
歴
旅
。
抑
簡
穆
取
へ

の
鱗
・
密
鰻
藷
犀
の
狐
経
の
選
轍
と
市

場
側
衛
と
ぽ
何
の
関
係
雇
高
ク
今
後
、

衝
希
啓
一
卵
釈
牌
と
衆
罷
工
ラ
あ
ら
う
一
一

と
に
・
孫
域
一
束
。

さ
ぞ
．
研
狂
各
の
庖
窮
の
今
後
や
す
初
、

人
脈
抄
初
年
、
賜
何
も
め
ろ
－
庭
酸
を
根

付
倒
せ
る
新
種
僅
厚
着
直
帰
に
め
る
と
居
れ

そ
の
属
に
は
、
蟻
関
村
嚢
と
座
つ
小
一
と
く

品
川
で
佐
協
力
を
荷
か
垣
崎
ろ
以
外
に
薗
店

毎
い
さ
う
そ
や
。
者
、
抑
図
例
天
人
ば
善

い
舌
L
E
J
T
里
の
題
も
一
婦
と
＝
値
を

色
と
ィ
汚
島
の
孫
痛
に
つ
＝
て
為
し
伶
－
つ
。

佃
一
例
の
・
′
∧
づ
欧
工
作
4

r
q
ラ
同
和
牒
神
輿
劇
症
五

君
・
身
－
骨
・
で
l
名
研
一
し
∧
i
肌
の
㌦
レ
ー
ル
吊
り
・
十
年
に

魚
の
＝
」
つ
∴
n
・
久
0
0

画
闇
脚
梱
旧
聞
　
／
イ
T
l
亀
子
や
′
ル
n
W
而
蛸
狙
耕
し
堤
．
糊

⊥
握
を
。
一
′
殉
し
そ
鹿
町
a
V
．
レ

繍
航
結
締
錐
待

個
に
外
縁
を
つ
一
二
《
ノ
i
－
／
色
1
今
朝
を
護

L
A
U
一
つ
。
瓦
へ
岡
山
側
愉
側
面
勅
（
胸
鍬
現
川
当
存
考
古

オ
I
仁
！
信
！
帰
農
即
帖
二
人
慣
ら
し
p
イ
㌣
1
豊
富
一

問
㈱
酬
屈
蘭
町
・
所
ノ
筒
底
敗
4
　
　
　
　
　
　
　
m

欄
聞
潮
岬
潮
　
時
A
I
I
高
遠
窓
用
萩
密
告
！
生
乳
仁
一

薙
一
客
を
千
回
ノ
ア
二
倍
実
用
面
松
脂
・
廟
へ
研
●
り
屈
曲
着
用
・

叶

3

9

若

き

宙

目

の

鰭

死

者

ト

う

コ

帖

研

一

／
－
ズ
ー
7
‡
ル
行
き
を
瞥
働
し
7
言
安
原
撃
依
二
に

易

桐

生

綴

り

で

i

－

民

V

 

g

欄
帥
朋
聞
聞
　
出
屠
）
敗
。
費
密
の
自
奉
公

長
と
重
賞
遥
熊
に
盟
姓
で
宿
を
言
篇
厨
名

協
会
の
玲
蹄
と
毒
し
余
日
∵
洲
思
考
ち
ら
つ
完
∴

潮
旧
聞
聞
出
　
婦
人
公
用
畳
知
り
百
虚
敬
に
1
－

臨
齢
昭
雄
論
究
看
笠
　
／
∴

梱
淵
開
聞
酬
酬
‖
　
〈
嗣
弄
り
¢
／
レ
側
臼
・
｝
　
々
マ
テ
O
m

嫡
肌
の
努
包
。
盾
車
軸
鬼
1
ヒ
塩
辛
で
き
ろ
左

網
棚
詰
緋
盤
盤
鏡
紙

用
旧
聞
梱
開
聞
－
境
南
塵
顔
o
＾
？
兄
i
一
年
腐
乱

垂
範
の
線
名
皇
帝
笛
看
例
会
と
蕎
亡
命
う

在
学
と
も
？
，
近
似
径
、
稀
冤
の
敢
繁
り
。

同
風
出
潮
聞
　
出
概
を
妨
二
簡
七
人
名
聞
∧
‥

一
e
a

（
は
し
吉
と
）

翻
結
線
擁
㌫

請
託
∴
霜
告
諾
縛
緯
露

驚

け

」
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ヌ
し
め
る
。

∧
若
人
近
衛
V
I
へ
履
、
警
臼
・
磐
・
蔓
を
励

・
公
唾
棄
の
耐
つ
奏
し
謡
蝶
々
に
テ
ー
マ
Y
L
L
こ

と
の
年
会
原
か
ク
も
自
分
谷
弓
の
襲

過
す
d
J
で
し
福
も
会
仰
お
う
と
‖
－
ウ
ニ
－
±
ノ
ィ

、
′
煮
ノ
子
で
ツ
∂
。

十
年
倒
I
a
絶
対
に
籠
け
る
と
い
う
遠
大

i

l

・

　

－

　

－

i

i

l

事

一

1

－

一
旦
鼠
に
付
け
、
合
理
一
地
域
に
街
並
み
ビ

ラ
イ
し
′
し
て
い
／
＼
大
勢
㌢
プ
年
上
と
、



も
っ
乙
地
曹
区
切
〝
て
働
肌
理
餌
岡
も
、

暖
を
坊
主
そ
そ
の
竣
の
大
レ
し
裁
判
の
）
）
と

む
ご
誼
し
こ
か
、
パ
ー
ノ
7
g
売
り
ピ
一
つ
ノ
姦
し

諺
チ
L
T
／
＼
る
と
日
、
り
す
U
仇
り
和
し
承
ソ
多
。

“
こ
こ
で
ぽ
合
名
示
、
全
国
か
ら
み
・
乙

る
お
客
さ
ん
と
う
と
馨
し
す
る
こ
Y
と
C
つ

渉
例
弓
手
）
秘
中
て
さ
だ
ん
ー
d
“
先
生
だ
う
、

は
、
ぽ
ん
し
て
い
血
相
日
に
覆
し
ア
し
こ
、
ク
打

た
も
ん
腕
章
」
　
線
唖
の
三
ホ
さ
ん
が
私
に

こ
ん
か
0
こ
ソ
し
き
看
1
た
ら
後
台
は
印
刷
出

版
都
で
仰
く
タ
ン
丁
ご
ん
と
肇
で
生
者
を

砲
め
て
一
年
管
と
い
ら
ノ
。
Z
L
Z
、
徳
育

の
お
節
さ
ん
は
耗
胞
所
の
藁
缶
窟
き
ぬ
を

三
石
こ
ん
ぽ
こ
ー
つ
徳
竹
ノ
l
二
。
「
富
も
最
近

l
a
、
そ
れ
以
上
に
自
分
た
ち
の
勉
強
や
葬

証
切
の
仁
面
W
の
綺
用
号
C
十
人
鋤
に
L
う
ー
つ
と
し

て
日
，
ら
し
と
。
老
人
経
に
店
、
各
地
か
ら

色
ん
な
お
客
さ
ん
が
乗
て
い
戸
上
が
、
‖
i
わ

は
お
着
き
ん
に
ほ
お
が
き
い
む
し
。
自
大
の

た
う
の
命
ノ
小
人
用
こ
て
自
在
即
題
、
や
リ
ノ
に

日
日
、
や
ろ
う
乙
－
し
て
‖
る
過
勤
の
こ
と
で

轟
し
合
う
掲
岡
も
頭
の
中
も
0
㌧
ぽ
日
高
に

し
い
・
（
′
自
衛
脚
気
だ
1
1
に
。
し
爪
写
し
、
不
穏

競
る
こ
γ
と
し
、
私
思
考
し
の
一
四
t
全
然
辣
胤
年

商
を
、
つ
け
ず
ひ
っ
に
。
廟
下
村
壁
を
薪
抹

ヒ
人
櫛
と
、
そ
こ
で
王
冠
・
鏑
等
し
て
い

る
大
風
と
の
逢
い
房
、
沃
定
的
合
も
の
で

一
め
る
。
し
か
．
I
し
、
半
、
里
卸
し
＝
細
面
V
“
調
関
わ
っ
7
し

‖
る
具
体
的
否
理
事
I
T
違
っ
て
も
、
そ
の

節
竃
の
本
質
や
凧
霞
菟
諸
悪
の
底
で
は
通
じ

合
え
る
ど
う
ー
っ
；
し
、
夢
だ
：
遵
っ
と
と
こ

う
で
の
つ
憂
ハ
血
敵
性
羅
輔
中
に
負
六
舟
恰
錦
に
一
′
ラ
ス

に
谷
る
も
み
の
だ
と
脅
I
／
ノ
。

私
が
女
人
に
か
ら
、
二
・
つ
い
う
騰
じ
万
を

L
r
手
相
の
げ
し
ろ
、
つ
伊
、
－
「
こ
こ
で
〔
？
ウ
ハ
ニ
ー
つ

い
ー
つ
J
し
こ
え
ノ
子
か
ら
）
私
も
子
供
を
産
み

し
た
い
r
V
L
体
二
二
ご
り
へ
侍
画
し
一
に
。
孝
」
‥
机
l
8
、

で
古
体
を
産
み
、
育
て
、
b
初
1
急
場
簾
・
世
の

坤
を
自
分
に
ら
の
古
び
信
刷
っ
て
い
こ
う
Z

／
貴
子
い
る
こ
Z
、
そ
し
て
、
と
の
只
風
体

に
お
い
て
、
寸
が
智
の
不
萩
の
類
縁
矧
を

高
穴
風
体
自
頁
の
重
曹
な
穐
血
薩
を
乗
‘
て
い

る
と
い
、
つ
こ
と
ど
と
憩
う
。
私
に
ぽ
こ
訳

件
・
榔
下
村
っ
嬰
の
莱
症
的
否
薯
庭
だ
と
思

、乙78。彼
う
広
縁
転
約
に
、
お
ご
り
“
気
賀
ハ
‖

・
エ
リ
I
上
菅
餞
C
否
定
も
、
詠
虚
に
来

訪
蜜
や
亀
城
爪
り
人
に
う
か
、
名
筆
ひ
、
自
ら

柳
薮
木
し
／
＼
空
註
〃
割
切
等
を
し
て
い
る
。
＜
隻

づ
租
＝
岡
等
V
が
厭
だ
l
）
ま
え
、
巧
し
っ
で
な
）

〓
Y
と
什
工
三
・
ウ
功
八
分
U
日
代
の
千
一
め
る
。
だ
r
か
、
ウ

高
風
社
会
に
角
丹
て
伊
、
徹
碑
し
て
倍
賞
す

る
。
ど
訳
l
舌
禍
寂
し
レ
ト
こ
こ
で
は
な
く
、

そ
の
雷
の
申
か
ら
し
小
椋
ら
休
む
日

の
一
‘
七
の
1
つ
つ
。

厚
は
二
年
〔
刑
も
＜
英
一
風
体
V
r
六
日
う
ー
名

菓
を
使
っ
て
さ
に
私
件
、
細
川
“
便
乗
堅

名
乗
り
虜
し
て
日
か
月
初
下
村
壁
へ
行
，

て
初
牒
助
っ
7
㌧
、
上
米
か
剛
体
で
衿
尊
称
ぼ
な
ら

な
い
根
本
原
理
し
そ
酉
．
で
－
箆
、
凧
で
膝
C
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